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2021 年 7 月 27 日 

顕微鏡用画像解析ソフトウェア「OLYMPUS Stream（オリンパス ストリーム）」に 

ディープラーニングを活用した画像解析技術「TruAI（トゥルーエーアイ）」を搭載 

合金や金属材料の品質検査において、業務効率と解析精度の向上に貢献 

 

オリンパス株式会社（取締役 代表執行役 社長兼 CEO:竹内 康雄）は、ディープラーニングを活用した

画像解析技術「TruAI」を搭載した顕微鏡用画像解析ソフトウェア「OLYMPUS Stream」バージョン 2.5 を

2021 年 7 月 27 日（火）に発売しました。「TruAI」に教師データを学ばせることで、作業者のスキルに依

存せず、顕微鏡画像から正確に対象物を検出することが可能になります。これにより、業務効率向上と解

析結果の精度向上に貢献します。 

電子部品や半導体、金属材料など、あらゆる工業製品の製造現場において、製品の強度や安全性を担

保するため、外部の工業規格や社内の業務標準に準拠した条件での検査が求められています。オリンパス

では、効率的かつ信頼性の高い検査に貢献する、顕微鏡画像の撮影から計測・解析・レポート作成までを

一貫してサポートする顕微鏡用画像解析ソフトウェア「OLYMPUS Stream」を提供しています。 

今回、「OLYMPUS Stream」のアップデートで新たに搭載した、ディープラーニングを活用した画像解析技術

「TruAI」は、合金や金属材料の品質検査で行う画像解析において、教師データを学ばせることで、顕微鏡

画像から粒子やキズなどの対象物を正確に検出、分類することが可能です。これにより、作業者のスキルに

よる解析結果のバラつきや、煩雑な設定にかかる業務負荷といった製造現場の課題を解決し、業務効率

と解析精度の向上に貢献します。 

▪発売の概要 

製品名 発売日 

顕微鏡用画像解析ソフトウェア 

「OLYMPUS Stream（オリンパス ストリーム）」バージョン 2.5 
2021 年 7 月 27 日 

▪主な特長 

「TruAI」により、対象物を正確に検出し、業務効率と解析精度の向上に貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

▪報道関係の方：オリンパス株式会社 パブリックリレーションズ 井上 

TEL：070-2629-2739（直通） 

▪ホームページ：http://www.olympus.co.jp  

 

 

 

 

「OLYMPUS Stream」の使用イメージ 

http://www.olympus.co.jp/
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▪開発の背景 

「OLYMPUS Stream」は、電子部品や半導体、金属材料などの幅広い市場の製造部門、および品質管理

部門、開発部門で活躍する、画像の撮影から計測・解析・レポート作成までを一貫してサポートする画像解析ソ

フトウェアです。顕微鏡画像の解析による検査は、品質を担保するための重要な工程のひとつです。一方、従来

の解析フローは作業者のスキルよって結果にバラつきが出たり、また業務標準で定められたしきい値※を適用しても

撮影条件の微妙な差により正確な結果が得られず、検査に手間取ってしまったりといった課題がありました。例

えば、自動車のボディー部分や船用の鋼版など、さまざまな部品の素材となる金属を扱う鉄鋼市場では、金属

の強度や品質を把握するため、金属の微細組織を解析します。従来の解析フローでは、作業者がしきい値を設

定し、金属表面の対象物を検出しますが、対象物の色や輝度が似ていると適切に検出できないことがありました。

こうした課題を改善するため、AI に対するニーズが高まっています。 

※ 境目の値。ここでは対象物の検出を行うために設定する条件値のこと。 

▪主な特長の詳細 

「TruAI」により、対象物を正確に検出し、業務効率と解析精度の向上に貢献 

「TruAI」に対象物が正しく検出された画像を教師データとして学ばせることで、色や輝度が似ていて誤検出され

やすい箇所を識別し、最適なしきい値を自動で設定できます。これにより、検出対象や撮影条件、および作業

者のスキルに依存せず、正確な検出ができます。また「TruAI」は、1 枚以上の教師データを学習させることで、実

用が可能です。学習させた「TruAI」のデータは、「OLYMPUS Stream」がインストールされた別の機器へ受け渡

せるため、同一の水準で検出をすることができます。これらの「TruAI」を活用した解析により、現場の業務効率と

解析精度の向上に貢献します。 

 

  

従来のワークフローによる検出結果 

「TruAI」を活用した検出結果 

 

純銅 

加工処理をした銅の顕微鏡画像をもとに純銅を検出した画像の比較 

左：元画像、右上：「TruAI」を活用した検出結果、右下：従来のワークフローによる検出結果 

従来のワークフローによる検出では、純銅部分と混合素材部分の色や輝度を正確に判断できず、検出対象では

ない混合素材まで誤検出されている（青楕円部分）。 

「TruAI」を活用した解析では、純銅のみを適切に検出できている。 

 

元画像 
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本リリースに掲載されている社名及び製品名は各社の商標または登録商標です。 

 

オリンパスの産業分野について 

オリンパスの産業分野は、工業用顕微鏡や工業用内視鏡から、非破壊検査機器や X 線分析装置に至るまで、お

客さまの様々なニーズに応える製品・ソリューションを提供しています。これらの製品により、製造、メンテナンス、資源・

環境調査などの分野で、品質管理に貢献し、社会インフラの安全を支えています。詳しくは、www.olympus-

ims.com/ja/ をご覧ください。 


